
平成™�年 月˜ 日 金曜日 (号外第™—Ÿ号)官 報

３

一
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
そ
の
徴
収
に
お
け
る
支
援
の
要
請
の
時
に
お
い
て
当
該
租
税
債
権
を
負
担
す
る
者
が
当
該
一
方
の
締

約
国
の
法
令
に
基
づ
き
当
該
租
税
債
権
の
徴
収
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、当
該
租
税
債
権
は
、

当
該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
要
請
に
基
づ
き
、
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
徴
収

の
た
め
に
引
き
受
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
当
該
租
税
債
権
は
、
こ
の
３
の
規
定
に
基
づ
い
て
当
該
他
方
の
締
約

国
が
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
満
た
す
当
該
他
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
と
同
様
に
、
当
該
他
方
の
締
約

国
に
よ
り
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
租
税
の
執
行
及
び
徴
収
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令

に
従
つ
て
徴
収
さ
れ
る
。

４

一
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
そ
の
徴
収
を
確
保
す
る
た
め
に
当
該
一

方
の
締
約
国
が
保
全
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
租
税
債
権
は
、
当
該
一
方
の

締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の
要
請
に
基
づ
き
、
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
保
全
の
措
置
の
た

め
に
引
き
受
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
当
該
他
方
の
締
約
国
は
、
そ
の
保
全
の
措
置
を
と
る
時
に
お
い
て
当
該
租

税
債
権
が
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
当
該
租
税
債
権
を

負
担
す
る
者
が
そ
の
徴
収
を
停
止
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
当
該
租
税
債
権
が
自
国
の
租
税
債

権
で
あ
る
と
し
た
場
合
と
同
様
に
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
つ
て
当
該
保
全
の
措
置
を
と
る
。

５

３
及
び
４
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
３
又
は
４
に
規
定
す
る
徴
収
又
は
保
全
の
措
置
の
た
め
に
一
方
の
締
約
国

に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
租
税
債
権
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
で

租
税
債
権
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
時
効
の
対
象
と
さ
れ
ず
、
か
つ
、
そ
の
理
由
に
よ
り
適
用
さ
れ

る
優
先
権
を
与
え
ら
れ
な
い
。
３
又
は
４
に
規
定
す
る
徴
収
又
は
保
全
の
措
置
の
た
め
に
当
該
一
方
の
締
約
国
に

よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
租
税
債
権
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
で
適
用
さ

れ
る
優
先
権
を
有
す
る
も
の
で
な
い
。

６

５
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
３
又
は
４
に
規
定
す
る
徴
収
又
は
保
全
の
措
置
の
た
め
に
一
方
の
締
約
国
に
よ
り

引
き
受
け
ら
れ
た
租
税
債
権
の
徴
収
に
当
た
つ
て
当
該
一
方
の
締
約
国
が
と
つ
た
措
置
は
、
当
該
措
置
が
他
方
の

締
約
国
に
よ
つ
て
と
ら
れ
た
な
ら
ば
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
法
令
に
従
つ
て
当
該
租
税
債
権
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
る
時
効
を
停
止
し
、
延
長
し
、
又
は
中
断
す
る
効
果
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国

の
法
令
の
下
に
お
い
て
も
同
様
の
効
果
を
有
す
る
。
当
該
一
方
の
締
約
国
は
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
当
該
他
方
の

締
約
国
に
通
報
す
る
。

７

一
方
の
締
約
国
の
租
税
債
権
の
存
在
、
有
効
性
又
は
金
額
に
関
す
る
争
訟
の
手
続
は
、
他
方
の
締
約
国
の
裁
判

所
又
は
行
政
機
関
に
提
起
さ
れ
な
い
。

８

一
方
の
締
約
国
が
３
又
は
４
の
規
定
に
基
づ
い
て
要
請
し
た
後
、
他
方
の
締
約
国
が
関
連
す
る
租
税
債
権
を
徴

収
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
に
送
金
す
る
ま
で
の
間
に
、
当
該
租
税
債
権
が
次
の
æ
又
は
ç
の
規
定
に
該
当
し
な

く
な
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局

に
対
し
そ
の
事
実
を
速
や
か
に
通
報
し
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
選
択
に
よ
り
、
当
該
一
方
の
締
約
国
は
、
そ
の

要
請
を
停
止
し
、
又
は
撤
回
す
る
。

æ

３
の
規
定
に
基
づ
く
要
請
に
つ
い
て
は
、
当
該
租
税
債
権
が
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
き
執
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
租
税
債
権
を
負
担
す
る
者
が
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に

基
づ
き
当
該
租
税
債
権
の
徴
収
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ç

４
の
規
定
に
基
づ
く
要
請
に
つ
い
て
は
、
当
該
租
税
債
権
が
、
当
該
一
方
の
締
約
国
が
そ
の
法
令
に
基
づ
き

そ
の
徴
収
を
確
保
す
る
た
め
に
保
全
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

９

こ
の
条
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
一
方
の
締
約
国
に
対
し
、
次
の
こ
と
を
行
う
義
務
を
課
す
る
も
の

と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

æ

当
該
一
方
の
締
約
国
又
は
他
方
の
締
約
国
の
法
令
及
び
行
政
上
の
慣
行
に
抵
触
す
る
行
政
上
の
措
置
を
と
る

こ
と
。

ç

公
の
秩
序
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
措
置
を
と
る
こ
と
。

è

他
方
の
締
約
国
が
そ
の
法
令
又
は
行
政
上
の
慣
行
に
基
づ
き
徴
収
又
は
保
全
の
た
め
に
全
て
の
妥
当
な
措
置

を
と
つ
て
い
な
い
場
合
に
支
援
を
行
う
こ
と
。

é

当
該
一
方
の
締
約
国
の
行
政
上
の
負
担
が
他
方
の
締
約
国
が
得
る
利
益
に
比
し
て
明
ら
か
に
不
均
衡
で
あ
る

場
合
に
支
援
を
行
う
こ
と
。

10

こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
援
が
行
わ
れ
る
前
に
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
こ
の
条
の
規
定
の

実
施
方
法（
各
締
約
国
に
対
す
る
支
援
の
程
度
の
均
衡
を
確
保
す
る
た
め
の
合
意
を
含
む
。）に
つ
い
て
合
意
す
る
。

特
に
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
一
方
の
締
約
国
が
特
定
の
年
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
支
援
の

要
請
の
数
の
上
限
及
び
支
援
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
租
税
債
権
の
最
低
金
額
に
つ
い
て
合
意
す
る
。

第
二
十
条

１

各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
、
書
面
に
よ
り
、
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
国
内
手
続
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
通
告
を
行
う
。
こ
の
議
定
書
は
、
遅
い
方
の
通

告
が
受
領
さ
れ
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
議
定
書
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

æ

源
泉
徴
収
さ
れ
る
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に
支
払
わ

れ
、
又
は
貸
記
さ
れ
る
額

ç

所
得
に
対
す
る
そ
の
他
の
租
税
に
関
し
て
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
以
後
に

開
始
す
る
各
課
税
年
度
の
所
得

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
四
条
５
か
ら
７
ま
で
の
規
定

は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
次
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

æ

こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
お
い
て
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
事
案
。
当

該
事
案
の
未
解
決
の
事
項
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
三
年
を
経
過
す
る
ま
で
は
、
仲
裁
に
付
託

さ
れ
な
い
。

ç

こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
後
に
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
る
事
案

４

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
五
条
及
び
第
十
九
条
の
規
定

に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
る
条
約
第
二
十
五
条
の
Ａ
の
規
定
は
、
当
該
規
定
の
対
象
と
な
る
事
案
又
は
租
税
債
権
に
係
る

課
税
年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
適
用
す
る
。

５

こ
の
議
定
書
は
、
条
約
が
有
効
で
あ
る
限
り
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
十
三
年
十
二
月
五
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
、
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。

日
本
国
政
府
の
た
め
に

森
元
誠
二

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
の
た
め
に

ミ
カ
エ
ル
・
ル
ン
ド
ホ
ル
ム

総
務
大
臣

山
本

早
苗

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

甘
利

明

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

�
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